
令和 7 年度  

グループホーム長寿の家 事業報告 

 

【令和 7 年度重点目標事項】 

１．多様化するニーズへ対応できる職員のスキルアップ 

２．入居者に寄り添うケア・環境の提供 

３．開かれた施設を目指した地域参画 

 

【運営計画実施報告】 

１． 多様化するニーズへ対応できる職員のスキルアップ 

① 入居者のＡＤＬの維持や認知症状の特性を理解することで、安心・安全で 

幅広い支援を行います 

→入居者様の ADL 維持が出来るように、認知症の症状も鑑み、日頃から 

家事などの出来ることを行っていただき、体操や散歩なども行うことで、 

体力維持に努めることが出来ました。 

② 多面的に対応できる職員を育成するため、日頃行っている研修の内容を 

深堀りし、インターネットの情報や動画等も活用し、更なる知識の習得や 

情報収集を行い、速やかに現場のケアへ反映します 

→毎月実施している職員研修の内容を担当職員以外の職員とも検討し、 

  書面のみの研修だけでなく、インターネットなどから得た情報や動画なども 

  取り入れて研修を実施することが出来ました。また、研修で得た知識や 

技術もケアへ反映することが出来ました。 

③ 社会人としてのマナーや立ち居振る舞いを意識することで、職員個々の 

接遇の向上に努めます 

    →研修や掲示物等での発信にて、注意喚起・意識づけは出来てきており、 

     職員間でも声を掛け合うような体制も徐々に出来ている。接遇の向上に 

     努める事が出来ました。 

 



２． 入居者に寄り添うケア・環境の提供 

① 入居者のＡＤＬ維持・向上や、認知症における行動と心理症状の特性を理解

することで、心のこもった支援を行います 

→入居者様の ADL や認知症の症状などを理解し、個々への対応方法を考え 

  支援することが出来ました。 

② 入居者の残存機能を活かすとともに、役割を持って生活していただけるように 

身体面・精神面等についての理解も深め、出来る事を提供します 

→入居者様の出来ることを把握し、役割を持っていただけるように、家事や 

  作品づくりなどを提供することが出来ました。 

③ 入居者に季節を感じていただけるような催しを企画すると共に、積極的に 

外へ出て行き、個々の楽しみも見出せるよう努めます 

→季節ごとに外出し、入居者様へ季節を感じていただく事が出来ました。 

また、昔の話や次はどこへ行きたいなどの話も聞く事が出きました。 

 

３． 開かれた施設を目指した地域参画 

① 家族や地域の方々などとも情報共有し、専門性の高い知識を持った職員と 

相談が出来る場として、施設の役割を果たします 

→運営推進会議にて、地域の参加者の方々へ、現状報告を行い、 

施設で行えること等についても発信することが出来ました。 

② 隣接している土地の整備（果樹栽培や花壇設置等）を入居者と一緒に 

行う中で、地域の方々と関りを持ち、社会と繋がれる環境づくりに努めます 

→入居者様と一緒に隣接地にて果樹や野菜等を栽培し、その際に、地域の 

方々と挨拶や会話をするなどの関りを持つことが出来ました。また、みかん 

狩りや芋掘りなどの楽しみも見出すことも出来ました。 

③ 施設から出るだけではなく、家族以外にも慰問やボランティアなどで外部の 

方々に来ていただき、そこで施設を理解していただき、更なる訪問や関係 

構築に繋げます 

→複数の慰問ボランティアの方々に訪問していただき、入居者様には普段 

  味わえないような体験をしていただき、それを地域の方へ伝えることで、 

  新たな慰問の方の紹介に繋げることが出来ました。 


